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口福  岡

博多帯を示している

口久留米

久留沐材の柄―●を示してい

る

口小 倉

●福岡ろう学枝開設の時に

小倉からアゴのしやくれた

人が入学 してきたので そ

の人を指 して表現 したもの

o乃木大,,が小倉にいた時が

あり その乃木大将のアゴ

ひ ナを示したもの

●大  り:|

蒙具で有名な・L域であり 家

具をそのまま表している

右手で アゴを 2回 たた く
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口,t豊菫

豊 臣秀吉の カプ トの形 を表 わ

してい る

●博 多

博多は 博多駅で代表され

「駅Jの手話からきたもの

口直 方

較手郡の中心に位置していた

時の手話で (現在は直方市と

して独立している,「鞍Jと い

う字から馬に股がっている手

話表現

右手 を を回 おろす



口■ "I
中洲は博多のネオン街であり

「中Jと 「ネオンJで表す

● 町

町に出かけていく時にオシャ

レをして行くことから「目立

つJを意味している

口′ヽ   ス

左手がバスの器を意ltし てお

り それに人が乗ることから.

―゙

を回の動作



口
竹

竹 を刀で割る しぐさ

●ハ ンサム

「均整J力くとれていると

いJで表現している

「良

口～ な ら

よく使われる手話であるか憲

味不明

口わざと

二枚舌 を表 している

方 手大 き し指 中指 を支互 に動かす



口うつかり

「失敗Jの意味を含んだ手話

表現

口やつばり
「固いJ「確信・・あるJの 意

味

●まさか

「違う」という意味からきた

表現

●思いつきり

表現そのまま



・ うどん

うどんの麺をッルツルと飲み

込む様子.

口
秋

秋の代表的果物は[柿J その

柿を食べるしぐさで表す_

― ,一



日長 崎

111人の地形を有 している

ところから「長崎Jと 称

している 手話もまさし

く岬状を表し西の呆ての

意味を含んでいる

●大 村

明治30年 (897)歩 兵第46連

隊が設置以降陸海軍基地 と

なった その言1凛で爆音が・te

えす この表現になった

口諌  早

産業引 つとして,西造製造が

ある その意を表 してtる

[史 を揉ると大ナマズの伝説

があるがナマズのヒゲからさ

ているとも考えられる

口佐世保

軍港によって無榮した

海軍の記章

口島 「 i

子守りみそが有名

みそとし`う手話でもある

―
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・ 浦 上

浦上には長崎大―稲 病院が

ある ナースキャンブ

岐一雪　晴

口
　
数

口対 馬

対

"馬
は日本馬の元祖とみら

れ 豪古馬 朝鮮馬の系れて

小型で高さは人間の肩 ぐらい

である この馬から対馬とい

う手話ができた

口丸  山

市内 轍 tす るこ町を九山の

一カ所に整理をしたのは覚永

10(612)年 である 丸山の

遊女のかんざし

,一



口宮  日

=永
‖年 (334)に 始まった

祭りで重陽の節句 9月 9日
に行わ4tて いたために この

手話になっている。明治の陽

歴採用か ら 0月 に行われてい

る に 愴 ).

口作苛

長崎の人たちが 街へ行 くと

よく言う 現在の浜町を指 し

ているのであるが 歴史的に

は 日市街になる.品高い人た

ちの集まっていたところとい

う意味.

ロタマネギ

ビー ドロ(ガ ラス細■)のポッ

ベンの形とタマネギが似てい

ることから

・ 意  味

カードに単語の意味を書いて

覚えたところからと考えられ

る カー ドの金具の輸

-10-



●なかなか

的に向けてタマをうっても外

れる なかなか的に当た らな

t｀

口もったいない

お全を出そうか ヽヽややめよ

う力 でも  やっばりもっ

たいないといつ意味

・ 4奇  く

意味不明

●ピーナツ

ピーナツを振 り豆が入ってい

るかどうか確かめるところか

ら この表現になっている.

- 11 -



口捐  然

考えもつかなかつたという意

味 .

口たい したことはない

意味不明

口 .ド  た

上唇がそれかえっている様子

が ヽたの口に似ているとこ

ろから.

-12-



●熊 本

熊本■を築き上げた加藤

清正公の家紋である蛇の

日の紋を表す

口水前寺 (公園 )

本前寺公園は 地下からの涌

き水で出来た池を中心に作ら

れた公□ 水か らき出し 水
^`●面に水疇 を作 る様子 を表わ し

ている.

●阿 蘇

噴火の様子・

口人 吉

「人吉」の戻字から作られ

もの 「人Jと「良いJの手

が合わさっている

た

話

1=



口 || ■

字上半島の形0ヽ 人間の,顔
の昇に当たる部分であること

から

口八 代

入を数字の手話(8)で表わす

・ ,  尻

鋳物で有名な町 鋳物を並ベ

た店が道の両側にズラリと並

んでいたので鎌などの鋳物の

形と街並の■子を合わせたも

の

・ 健 軍

昔 軍の飛行代・t●習場だった

地域 複彙機の翼の形と 軍

隊の行進の様子を合わせてあ

る

‐

“

「 蜀

11



口がむ しゃら

(祭鉄砲の意味も含んでいる )

右手が前方べ向かっている

これは「力むJ意味の手話 ,

左手は後方へ向 くが これは

[後 を3り 向かないJ「雑念 を

捨てるJ意味の手話で もある

口辛 島町

熊本で初めて信号桟力鴇,置 さ

れた所 当時の信号lIが よく

表現されてtヽ る

"｀

●そらみたことか

「言う(事 )J「あるか?Jの手
話が合わさったもの

ロクラス(学級 )

左手は生徒 右子は先生「受

け持つJ「教えるJの意味か

ら
―



口納 得

「もう言う事はありませんJ

と口を:っ 込めるだけでなく

「出す顔なしJと 顔まで引っ

込める

●しまった′

「約束は済んだ ・I拠はある

もう取 り消しはさかないJと
いう意味

“

印は消せないと

いう意味も含む)

口隠密行動

「たまつてJ「隠れてJ「動き

回るJ

口こ じき

左手 右手共に 「汚ないJの

手話 それに物乞いをするし

ぐさを合わせたもの

― t―



口あは,ま ぬ 1ナ ,ばか

相手がたらしな くなったり
シャキッとしていなかったり
きちんとやらな力ったりとい

う事で 胸をきりっと張って

歩かないし ..も 生き生きし
ていなく■も弱いという意味

■まきか′

手話の形は「見るJ+「出来な
いJであるが 意味は 「出来

ないように見える一―のに

出来た まさか/Jと なる

口何回 も,次 々に
,

よ く見 る,よ くや る

1 2 3 4 5 と数を

増やしていく事の表現

口

'筆

 奎支

5つ王のソロバンから ろう

者はかけ算の九九はリズム的

にむずかしい 子の指を使っ

て計算するのでその意味も込

められている



口 1ぺんだけ経 験)あ る

「 1回終わりJ  I回経験し

たことになる

口 1ぺん もない

∫1回ないJ一経験なし

「ないJの手話はただ当たり

まえに「ないJと 表現するの

でなく かなり特徴がある

口無作法

■ つまり精神が汚ないとい

うことから

17,菫 ↓、r=

キ●祖fitL・ 7.t?
F・ :■・●■も 口.1■

つ う ヽヽ

■ ■|¬ ぼ

`｀
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・ よ く考 えて自党 しろ

「おまえ 頭でょく考ぇて理

解しろ′Jの意

口互 いに嫌 い合 つてい る

いやなものは指ではじく お

互いに妹い合っている場合

どちらもはしき合う

危なかったなあ)
●冷やオ もの (ヒ ヤッとした

ひやっとした時の気持ちを表
している 特に 顔 口が大
切であるが 体の表情はもっ
と大切である

(み なさんは ひやっとした

時 自分の手がどこにいくか

おわかりですか ?)



口大 分 ¨ 名)

吉 九パの ろう学技 の なか

でただ一人 籠 時計 をはめ

た生 徒 が 大 ,ろ う学 校 に

通 ってい ました 当時 腕

時計 といえば とって も珍

●男1 府 ¨ 名,

温泉マークを表 したもので 市街

のあちこちに湯けむ りが立ちのぼ

る 世界的な湯の百 「別府J=ζ

さわ し、ま 現で もある

口津久見 (地勧

ここは みかん とセ メン トのE地

高校 野本で も全国 に知 られてい る

当地 は 晴 久見みかんJと して も

有名である その [みかんJの圧

を刑 く動作が地名 となつた 0の

らしく みんなの垂涎の的と

な り ●|の生徒の特徴をとっ

て生 まれたものである 今で

です「ん州の東に位置する所 J

と解釈されている

、

１
１

，

■

オ

，

口ヽ

て

て

郷

α

2'



,

〔

コ佐  伯 (地名 )サ イ キ

大分県南部の中心都市 穀前から

海軍の重要妻地として発展 してき

たが 現在は臨海工業都市に転換

佐伯港は重要港湾に指定され エ

業的に成長を選げている 景現は

日海軍基地の水兵さんのセーラー

燿を形どって生 まれたものである

●曰 杵 (地名)

ズバ リ 臼杵 の臼である

ロアイデア 奇抜な発想
(ひ らめき

'右示指●
・ こめかみに当て 次に上

ヽビンと上げる その時 口をバッ

とあける

考 え に考 え抜 い た末 炒 案 が
「バッJと ひらめいたというこ||

■おもしろくない
いやな

右手摯を胸に当て 反鼈 しなが ら
外^ほねる 顔を少 し構に向ける
詢にしてか した失敗が的につかえ
て なにかこう すっさりしない

ヽ いや―な格 しがする はや く
抵 り払いたい気持から生 まれたも
の

21



●ぃぃかげん,手抜 き

「簡単」に加えて両手をパッパッ

と前に二回振る

複擢な仕事などを面倒 が

'「
簡

単Jな ことは「捨てる」ことから

きた もの

●そんなことはない

顧の横に右手●●を前にして立て  l`t

優^反 転しながらはねる 「あ

るJ「ないJの縁り返し

口じゃま……邪魔

右栂指 と示指 を額の前か ら下ベ

スッ ト降ろす (目 の前の障害拘 )

向う
`=す

ばらしヽヽ景働 なに
"力

|

あるのに 目の前に障害物があつ

て 見ることができないことつら

きたもの

口あとで

け って)に も使 われる 0び る

を「ウJの形にし 両手掌を上に

して腹の前で上下に′IJみに動か

す

口びるを[ウ Jの 形にするのはゆつ

くりの「ゆJ

,,一



「

口知 らんぶ り

右示指 をこめかみにあて バ ッ 外

して栂指 ●●指 で0をつ くる 顔 を

少 し横 にそらす

私には関係 ないことだ  とい う意

味から生 まれ た

●わざと

右示指をこめかみにあて 次に左

手甲を右手掌で前に二回払 う 日

を上目,かいにする 意図的に或

メヽよ故意的にという意味 語源は

定かではないが 目を上日づかい

にするところが 0カttわ ざと

らしい

口とんでもない

でたらめ

これ
= 子● (と j限 らない)が

・ l常 に危険な遊びかなにかをして
いるとき 母親 が「●ア ッ危な
ヽ,と んでもないことをして ,J
と叫んだことからきたもの

●まいった,お手上げ

両手摯を顔の前で打ち合わせその

まま上にあげる

昔 夏の夕方 打ち水をした庭え
に縁台を出 し 浴表がけで涼をと
り●●がら|=棋 を指 していた二人
「王手Jと こられて「マイッタ
アイJと 両手を打ち合わせて頭の
上にかざしたのがはじまり

螢
(写真では顛を,|あ 上t両けてぃる,ヽ 実際 ●は11,

正面を向ぃたま, コ●けを上
=●

●ぃにす0)

-21



口ほっとけよ

勝手 0こ しろ
あれやこれやと,=国 しても 相手

が どうして も暴 り気 でな ( い

や一な顔をしている 仕方がない

ので「じゃあ お前の方法で好き

なようにしろ」ということ力ら1吏

われはじめた

●みぐるしい

みっともない

あの人 上衣のボ タンが一つ とれ

ている うえ ず らして止 めている

ズボン も片腰破 けてヽて お まけ

にタツ下は色ちがい とこか ら見

て も変 な恰 好 み ぐる しヽわJと
顔 を し力め なが らもひたいに当て

た手の下 か らソッとのイいてい る

しぐさか らさた もの

●分 って るのに

「わか るJ+「 まん とJ+「 あなたJ

"前
か ら あなたのあ っ しやつ

ていること 何^ん 0開いている

力 らよ うく分 つてヽヽ ます ョ  ええ

,っ てい ます とも ホ ン ドに,o
てい ます ってば J

するい,こ すい

意味不明

１

　

事

-24



●延

・ 宮 崎

●西 都

妻という地名からきている

●日



口上士原

,かれ道がある

口rI 吉

スイカの産地

日高千穂

天の岩戸をあけるしぐさ
`

孫降臨の地

口驚筆 奎島

―
=`―



ウチワをあおぐィ士ぐさ

口岩, 城

陸上自衛隊の嘔屯地

`●
   =

・ 串 間

●正  月

二月に着る紋つさ力らきた

●ハカマ

′ヽカマをはくしてき,



口黄 色

胸元で指文字のノを書 くよう

なしぐさ 月(月 の色―責色)

がなまつて変化 したものと考

えられる

口う そ

舌を出す代わ りに手で表現 .

・ 馬鹿,気ちがい

頭がバーという意味

ロザマーミロ

不明

-28-



●ええかっこ しい .

二枚舌

にぎ,こ ヽしを上方にひわっ

てあげる 者は口からベロベ

ロ出す

意味不明

●く

不明

●勉 強

口話教育から口をさ



口鹿 F.島

庄の角三本

●桜 島

桜島の形

・ 変 (お か しい )

意味不明

〔
¨

=|―



・ 大隅半島

鹿児島県の地図の形で左側の

"を
さす

●奄美大島

ハプがかむ様子

口射ヨ 看旨

視指

口非常 に気持が思 い

意味不明.

〔
・



口数の 100

両指を 0本 まげて開く動作

■のんき

意味不明 ,

〔
・

32



●り1常識であつかましい

(■つうでない)意味不明

●長  崎

長崎県より来たろうあ者の特

徴を表していると3われる

ロボロボロ

布の両側がギザギザになって

いる様子

（
一



ロバチあたり

神様に対し非常設なこと

をした

●どうして

意味不明

●こない

意味不明

口お まつ り

奄美地方でのおまつりに使う

シャミセンをひく動作



● 熊   本

意味不明

●て ヽヽ わ い に

皐ltに 白い粉をつける猥子

ていねいにイt粧 している

●平気,

もない

意味不明

どうもない,痛 く

,かゆくもない



●火曜 日

意味不明

●お母 さん

お歯黒 昔結婚すると歯を黒

く染めた

口西

西郷隆盛の顔のほほが ,〈 よ

かであり その名前の最初の

「西Jを 示す

口とっても上手

意味不明

- 36



・ 薩摩半島

鹿児島県の地回の形で右

側の姉をさす

口もうちょっとなのに

意ネ不明

―  ,,一



・ 沖 縄

口

"覇,1綱の首都の位置十覇者 (え

らい人)か らイメージイヒ

口浦 添

昔はつつの名所であった事か

ら つ りの表 現 +(チ )の 形

取った表現

・ 遊 び

どろをまるめてあそんたこと

:`―



「

●名 護

名所轟 (と

メージイし

どろき)の 滝をイ

口水

昔 ・l道が少なく 山から流

れてる又は 岩の間から流れ

ている水を飲む状態か らイ

メージイヒ

・ 嘉手納

意味不明

口,江島

,江島タッチューの山が有名
で 又昔の感覚で, イタリ
アとイメージされ , ィタ

リアー靴を連想 して 靴の表

現+島 となった 又は 小さ

な船のエンシンをかけるしぐ
さから

,■■
'′

デ●― (=手 )

右千――工,レ ンを,け る

-3,―



ロテ レビ

画像と映像が同時に表現され

た .

日間

円を型取ったもの

● 社  会

本 +記号 (↑東西南北の記号)

をだ ぶらせた_又は 地図帳

をひらく状態 (地図帳は普通

の本にくらヽて大きい).

日早 い

競う状態.

-40-



●役 所

公報+情報 ¨ 報)の連想で

スビーカー+場所

●昭和

意Ⅲ不明

装

救

と

た

制
日
中
一６薇
け

∝
¨
綺
一
け

り

隊

ら

口

，

動中̈
〕抑

●

ひ

か

議

自

― J〕 ―



口糸 デ奇

漁業のなんな所でサカナを表

■

4せ



む す び

九州には 各県に全国手話通訳問題研究会の支部があり 各支部で地域に根ざした道訳

研究活動に取 ,組んでいます

1“5“ 和m)年に第 1回九州支部代表者会議を開催し、九||プロッタ結成について論

議を重ね、ス,全九サ‖ろうあ連盟 (現 九引極 覚障害者団llu合会)の■導を仰ぎながら

1%S(昭 1輪3)年 6月 19日 にプロッタ構成に至 りました 09"年結成 5周年にな ,ま す)

構成に至るまで11何回かの会議をもちその中で1'86年 に 九,1各支部で研究統一テーマ

を設定し 同じテーマで研究調査活動を行なうことに決定.これが九Jヽ (地方)の手話の

調ml紛活動の始まりでした

ここに抜粋 した単語は決してその地域の人全員が表現しているとは言いされな。・かもし

れません しかし 今でも地域のろうあ者が表現している手話であるものばか
'で

す 人

名を表わすT話力ヽ その人の住んでいる町の地名になったり,その手話単語が成

'立
つて

きた契機を, 誨源があります 地域によ
'語

説があ

',中
にはこしつけめいた鋭 もあつ

た,,そ れはいずれも捕て難いものばか ,です

私たち九州プロックでは 各地域で表現されている手請 語

“

を輩 ,々がら 手話を学

ぶことが聴党障害その生活や歴史や文化を知つてい (子がか,と なりました

T話は直感の形象であり 職 障害者共団の知恵と共感の中でつ くられてきた「ことばJ

であることを学びとることができました

又 この調査 研究活動を通して 九州各県のろうあ臨会の曖かい助ましと機力を得て

きました

最後に「九州はひとつ |を合言葉|=各支部が組織的にこの調査 研究活動を遭し仲間作

,ができたと
''う

事です

この本に|ま 重せられなかつた千話がたくさんあります これらの手言

`を

今後も調査して

いきたいと思います

この本を手にとっていただいた「あなたJあなたと共に地域に根ぎす手話の研究調査し

てみませんか.
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